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「井上靖 短編小説の世界」展

概 要
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記入すること。）

第３回企画展

「井上靖 短編小説の世界」展を開催します。

市民への周知を図るため、取材及び報道についてよろしくお願い申し上げ

ます。

期 間 令和元年１１月９日（土曜日）から令和２年１月１９日（日曜

日）まで

場 所 井上靖記念館（旭川市春光５条７丁目）

休館日 毎週月曜日、ただし月曜日が祝日の場合は翌日

年末年始

開館時間 午前９時から午後５時まで（入館は４時３０分まで）

展示内容 井上靖は 270 編の短編小説を残しました。

今回は詩から生まれた小説、新聞記者を主人公とする小説、自伝

的小説、西域・中国を舞台とする小説、日本の戦国時代を舞台と

する小説を、執筆の資料や井上が自作について書いた解説とと

もに紹介し、井上靖の短編小説の魅力を探ります。

添付資料
有 ・ 無

企画展チラシ

報道（取材）に当

たってのお願い

その他詳細については，井上靖記念館にお問合せください。

電話 ５１－１１８８ FAX ５２－１７４０

担当 上田

備 考



 

 

観 覧 料 
井上靖記念館単独券 彫刻美術館共通券 

個 人 団 体 パスポート 個 人 パスポート 

一   般 200円 160円 400円 450円 900円 

高 校 生 100円 80円 200円 250円 500円 

中学生以下 無    料 

２０１９年度 第３回企画展 

休館日 毎週月曜日 
ただし月曜日が祝日の場合は翌日 
年末年始 
開館時間 午前 9時～午後 5時 

(入館は 4時 30分まで） 

http://inoue.abs-tomonokai.jp 

 

指定管理者  NPO 法人旭川文学資料友の会 

〒070-0875 

北海道旭川市春光 5条 7丁目  

TEL 0166-51-1188 / FAX 0166-52-1740 

共  催 井上靖記念文化財団 

井上靖 短編小説 

の世界 
令和元年                令和 2 年 

11 月９日(土) 1 月19 日 (日) 

石庭  比良のシャクナゲ  流星  漆胡樽  猟銃  夏の終り  通夜の客  蘆  傍観者  ある偽作家の生

涯 七夕の町  あすなろうⅠ  楼門  滝へ降りる道  あすなろ物語  グウドル氏の手套  投網  白い街道  

孤猿  神かくし  ハムちゃんの正月  馬とばし  夏の焔  土の絵  花の下  墓地とえび芋  帽子  胡姫  

魔法瓶  月の光  風  鬼の話  桃李記  道  雪の面  生きる   玉碗記  異域の人  僧行賀の涙  

楼蘭  洪水  狼災記  明妃曲  僧伽羅国縁起  宦者中行説  羅刹女国  塔二と弥三  永泰公主の頸

飾り  褒似の笑い  古代ペンジケント  崑崙の玉  聖者  利休の死  桶狭間  天目山の雲  信康自刃  

信松尼記  森蘭丸  天正十年元旦  篝火  海野能登守自刃  本田忠勝の女  むしろの差物  真田影

武者  高嶺の花  犬坊狂乱  佐治与九郎覚書  高天神城  平蜘蛛の釜  幽鬼  川村権七逐電  闘牛  

断雲  二分間の郷愁  勝負  小鳥寺  ある愛情 貧血と花と爆弾  杢さん  青いカフスボタン  三ちゃん

と鳩  姨捨  初代権兵衛  夏草  司戸若雄年譜  ボタン  ある交友  考える人  ローマの宿  フライイ

ング  四角な石   ダージリン  

井上靖が残した 270編の短編小説を「詩から生まれ

た小説」「新聞記者を主人公とする小説」「自伝的小

説」「西域・中国を舞台とする小説」「日本の戦国時

代を舞台とする小説」に分け、井上が自作について

書いた解説とともに紹介し、魅力を探ります。 



 

  

 

 

 

  

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道旭川市春光 5 条 7 丁目 

TEL：0166-51-1188 

FAX：0166-52-1740 

【アクセス】 

◆旭川電気軌道バス（約 20分～25分） 

 ・「旭 川 駅 前」バス停発 5・6・22・522・80番 

 ・「1 条通 7 丁目」バス停発 522・80番 

  ※いずれも「春光園前」バス停下車すぐ。 

◆タクシー 

   ・旭川駅から約 15分～20分 

◆自家用車 

 ・道央自動車道・旭川鷹栖インターより約 10分 

 （駐車場は建物裏にあります）     

2019 年度第 3 回企画展 

井上靖  短編小説の世界 

 
開催期間 令和元年 11月 9日(土)～令和 2年 1月 19日(日) 

     午前 9時～午後 5時(入館は午後 4時 30分まで) 

休 館 日 毎週月曜日 
ただし月曜日が祝日の場合は翌日 
※年末年始 

会  場 井上靖記念館展示室 

観 覧 料 常設展示観覧料に含む 

(一般 200円 高校生 100円 中学生以下 無料) 

井上靖が残した 270 編の短編小説を「詩から生まれた小説」「新聞記者を主人公とする

小説」「自伝的小説」「西域・中国を舞台とする小説」「日本の戦国時代を舞台とする小

説」に分け、井上が自作について書いた解説とともに紹介し、魅力を探ります。 
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芥川賞受賞作『闘牛』 


